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２ 業務活動名 快適な教育環境の整備 施設課

外部評価

トイレの洋式化が順調に進んでいる。コロナ禍における感染症対策として進んで

いるという面もあると思うが、施設課においては併せて床のドライ化も進めてい

る。これは児童生徒にとっても喜ばしいものであると思う。引き続きトイレの洋式

化、床のドライ化を推進してもらいたい。

また屋内運動場の空調設備について職員の日々の研鑽や他市等の視察を通じて

よく検討していることがわかる。何事も実際の環境を体感してみないとわからない

ことはたくさんある。本事業においては、屋内運動場としての機能を保持しつつ、

熱中症などの対策をしていかないといけないため、これからも研究を進めて、利用

する人がより良いものと思える環境を整備していってほしい。

学校は児童生徒の居場所でもある。したがってソフト面・ハード面の両面の整備

が非常に重要である。ハード面の整備は予算を始めいくつもの難しい課題があると

は思うが、今後も児童生徒がより良く通える快適な教育環境の提供を推進していた

だけるようお願いしたい。

３ 業務活動名 学校プールの在り方についての研究 学校指導課

外部評価

水泳授業の在り方は難しい面がある。それは施設等の維持管理の面や、猛暑によ

り、水泳の授業ができる日が限られてしまうといったものがあると考える。

本事業では、小学校、中学校にインストラクター等への委託及び派遣をした場合

においても、水泳授業の質の確保をすることができるということが分かった。これ

は大きな収穫であるが、児童生徒の移動や受け入れ先との日程調整といった課題も

生じている。また、日程調整の難しさには、カリキュラム編成の面もあり、それは

常勤の教諭等の少なさも問題の一端にあると感じる。

今の炎天下において、熱中症だけではなく、紫外線なども気にする児童生徒や保

護者も生じてくる可能性がある。児童生徒への熱中症等の対策も加味したうえで、

今まで通り学校で水泳授業を行うには、プールの大規模改修が必要であり、それは

教育委員会だけで解決する課題ではなく、市として解決する問題でもある。

水泳を本格的に習い始める小学生をターゲットとし、民間の力を活用していくと

いう考えはよい考えであると思う。教育委員会として、児童生徒によってより良い

水泳授業を実施していってほしい。
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